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■研究概要
　嫌気性微生物と呼ばれる無酸素環境に生息する微生物を
主たる対象として、以下のような研究に取り組んでいます。

1．各種各種環境中における微生物の生理生態の解明。
2．環境問題と微生物との関係の解明。
3．各種環境からの新規微生物の分離とその有効活用。
4． 微生物を利用した廃棄物処理とエネルギー生産（メタン発酵、アルコール発酵、
微生物燃料電池、難処理廃水の浄化処理、プラスチック分解など）。

5．微生物を利用した廃棄物からの資源回収（有価金属、リン資源、その他）
6．微生物機能を利用した土壌消毒（生物的土壌消毒）

各種微生物生態系の解析と
新規有用微生物の分離・利用
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■どのような共同研究・連携に結びつけられるか？
・微生物機能を利用した新規廃棄処理技術の開発、環境浄化技術、病害虫防除技術の開発
・微生物機能を利用した物質変換技術、資源エネルギー生産技術の開発
・新規有用微生物の分離・利用技術の開発

発電性微生物を利用した廃
水からの発電エネルギーの
回収。

エネルギーとして利用可能なメタ
ンを生成する微生物。廃水処理に
利用できる。

微生物の農業利用（生物肥
料・土壌消毒）や有用資源
（有価金属等）回収への応用。


